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ダイズの播種期が遅れた場合の病害虫防除  

 

 

 県内のダイズ栽培は 6 月下旬播種が一般的ですが、近年の気候変動による

大雨等で播種作業が滞り、7 月中旬以降の播種もみられるようになりまし

た。播種時期が異なると病害虫の発生も変化します。そこで、「里のほほえ

み」の播種期を意図的に遅らせ、被害が大きい子実吸汁性カメムシ類とべと

病の発生消長を調べるとともに、被害粒の発生を 5％以下に抑えるための防

除体系について検討しました。その結果、カメムシ類に対する防除回数は、

6 月下旬播種の 4 回に対し、7 月中旬では 2 回、8 月上旬では 1 回となりま

したが、べと病は同じく 0 回、3 回、3 回と逆に増えることがわかりました。 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

  播種時期別の子実吸汁性カメムシ類発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    播種時期別のべと病発生状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    防除体系の効果  

（病害虫研究担当  TEL 048-536-0409） 
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７月中旬以降播種ではカメムシ

類の発生が遅くなり、子実肥大期

と重ならないため、被害が少なく

なります。 
 

 ７月中旬播種以降ではべと病の発

生が多くなり、被害も増加します。 

７月中旬播種では、カメムシ類２

回、べと病３回。８月上旬播種で

はカメムシ類１回、べと病３回の

防除を行うことで、被害粒率をそ

れぞれ５％以下に抑えることがで

きました。 

 

※吸害＝カメムシによる被害粒 
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